
○農業収入は、約120万円（平成24年）から
約1,570万円（令和３年）に向上。

○月当たり平均工賃は、約16,000 円（平成24年）
から約29,000円（令和３年）に向上。
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営農条件の悪い畑を活用してみかんや野菜等を生産し、これを用いて喫茶を開催するなど、深刻化する
荒廃農地の増加等の課題に対して、地域の関係者と協力しながら地域に根差した取組を進める。

所在地：和歌山県有田川町

団体名：社会福祉法人有田つくし福祉会

選定表彰：－

主力商品：

温州みかん等柑橘類、南高梅、山椒、ししと
う、なす、たまねぎ、ばれいしょ、地域の果
物を用いたジャムやマーマレード

イベント：

喫茶の定期開催等

基本情報

○利用者22名と、農作物の生産、加工及び販売や弁当配達等を含めた６次産業化、地
域の交流サロンとしての喫茶の開催等に取り組む。

○担い手が見つかりにくい中山間地の段々畑を活用して、みかん等の柑橘類、南高梅、
山椒、野菜を生産。みかんは競合を避け、大阪や関東へ出荷。

○生産したみかん等を用いたジュースや、近隣農家が生産した果物を用いたジャム等
を製造。

○喫茶の定期開催や高齢者を対象に無料で弁当配達を行う。

取組の概要

取組の成果体制図

所在地▶和歌山県有田郡有田川町尾上13-1

連絡先▶TEL:0737-34-2008 E-mail:hayatsuki@iaa.itkeeper.ne.jp

ウェブサイト▶ http://www.wasaren.org/hayatsuki/

社会福祉法人 有田つくし福祉会 早月農園

有田つくし福祉会

つくし共同作業所（Ｂ型、生活介護）

廃校を利用した事業所 みかん等栽培園地 加工品（ジュース、ジャム）

120 

1,570 

Ｈ24 R３

農業収入（万円）

和歌山県
有田川町

カフェ＆ベーカリーオリーブ（Ｂ型）

有田地域生活支援センターつくし（相談支援）

早月農園（B型）

あっぷるホーム（ＧＨ）

視察受入れ：可 報道機関受入れ：可



【取組のプロセス】

荒廃農地を活用して農業を開始

○ 地域で増加する荒廃農地40aを借受け、農業を開始。

○ その後、経営耕地面積を拡大。（令和３年時点で約4.7ha）

○ 栽培技術の習得による収益向上を目指し、JAの農業塾等に参加。

平成24年

平成29年

令和２年

今後の
展望

きっかけ
内職やパンの製造・販売を中心の作業所を運営していたが、農作業のセラピー効果や健康
増進効果が期待し、かつ、さらに多くの利用者を受け入れを検討

６次産業化により工賃向上を実現

○ 工賃の向上を目指す６次産業化の一環として、無添加のみかん及びはっさくのジュース
や、ジャムを商品化。

○ 高齢者を含めた地域雇用を進め、地域交流を目的としたサロン『喫茶はやつき』を定期
開催。高齢者を対象とした無料の弁当配達を開始。

○ 目標であった利用者平均工賃３万円／月を達成。

出荷先の拡大と少品目化の推進
○ ヤマト福祉財団の実践塾がきっかけで、大阪の作業所など塾生が在籍する県外の作業所

とみかんの取引を開始。

○ ヤマト福祉財団の助成を活用し、ハウス、柑橘の選果機、ジャム製造機などを整備。

○ 利用者の作業のしやすさへの配慮と売上向上を図るため、多品目栽培を改め、少品目栽
培を推進。

今後も地域に根差した農園運営に取り組む

○ 地域の障害者、高齢者、農家、その他関係者と協力し、課題を共有しながら地域に根差
した農園運営に今後も取り組んでいく。

○ 利用者の経済的な自立に貢献するため、平均工賃３万円／月以上の継続達成を目指す。

○ これまで５名が一般就労しており、今後も継続して一般就労を支援する。

ヤマト福祉財団主催の
農福連携実践塾に入塾

町の補助事業を活
用し、獣害対策の
実施と柑橘運搬用
モノレール等を整
備

就労継続支援Ｂ型事
業所「早月農園」開
設

温州みかんの収穫

高齢者弁当配達サービス

早月農園周辺

農福連携推進協議会
（現:日本農福連携
推進協会）に加盟

令和４年、認定農業者
となる



○農業収入は、約14万円（令和元年）から約270万円
（令和３年）に向上。

○栽培面積は、20a （令和元年）から47a（令和３年）
に、カフェ来客数は、52人（令和２年）から105人
（令和３年）にそれぞれ増加。
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障害者が「支援される側」ではなく「地域をつくる側」になる未来を目指し、荒廃農地を活用して万願
寺とうがらしやハーブを生産・加工・販売するなど、 「農業」を主軸とした取組を進める。

所在地：京都府京田辺市
団体名：三休合同会社
選定表彰：

福祉未来価値創造大賞2020 銀賞

（主催：NPO法人Deep people）

ジャパングレードビアアワーズ2022銀賞

（主催：日本地ビール協会）

主力商品：

万願寺とうがらし、ハーブ、ベビーリーフ、
ハーブティー、ローゼルを使用したビール等

イベント：

野菜が入場料の音楽イベント、障害のある子
どもたちのカモミール収穫体験等

基本情報

○精神疾患、知的障害、身体障害など、様々な障害特性を持つ25名と農業の６次産業
化に取り組む。

○荒廃農地を活用して、万願寺とうがらし、ハーブ等を生産し、JAや道の駅、飲食店
に出荷。

○生産したハーブを用いたスイーツやドリンクを提供するカフェを運営。
○野菜が入場料の音楽イベントや地域の大学と協働したイベントの開催、民間企業等

と連携し、ローゼルを用いたビールの開発を行う。

取組の概要

取組の成果
体制図

所在地▶京都府京田辺市大住池ノ谷45-1

連絡先▶TEL:0774-66-2162 E-mail: sekoguchi@3-kyu.com

ウェブサイト▶https://3-kyu.com/ 、https://greenz.jp/2022/11/30/sankyu/

京都府
京田辺市

三休 - SANKYU -

三休合同会社

万願寺とうがらしの収穫 野菜が入場料の音楽イベント ローゼルを使用したビール

14 

270 

Ｒ元 R３

農業収入（万円）

視察受入れ：可 報道機関受入れ：可

万願寺とうがらしの栽培

三休 (就労継続支援B型事業所)

荒廃農地を活用



【取組のプロセス】

荒廃農地を活用して農業を開始

○ 「福祉は地域に混ざわるもの」という思いを持ち、地域の方々との話し合いを定期開催。

○ 美味しい作物を生産・販売することで、工賃を高くでき、地域課題である荒廃農地の活用
に寄与する。「障害者が支援される」側ではなく「障害者が地域をつくる側」になる未来
が見えた、「農業」を軸とした取組を開始。

令和元年

令和２年

令和３年

今後の
展望

きっかけ
「障害者が活躍できる仕事」として「農業」を軸とした取組を検討した際、障害者が「支
援される側」ではなく「地域をつくる側」になる未来が見えた

６次産業化を進める

○ 畑作業と、室内作業の充実を図るため、ハウス整備と併せて、６次産業化を進める。

○ ６次産業化について、具体的には「ハーブティー製造」など加工の取組拡大やハーブを
使用したスイーツやドリンクを提供する「三休カフェ」の運営を開始。

加工の取組と出荷先の拡大

○ ハーブティーの製造を開始。また、JAへ万願寺とうがらしの出荷を開始。万願寺とうが
らしの令和４年度の出荷量は前年対比２倍（約３トン）を達成。

○ ローゼルを使用したビール「THANK YOU FOR THE MUSIC」を民間企業や飲食店と共
に開発。ジャパングレードビアアワーズ2022銀賞を受賞。

障害者が「なりたい姿」に近づき、「やりたいこと」ができるようになる

○ ローゼル及びその加工品の販路拡大などにより、工賃向上を目指す。

○ 地域の大学や地域関係者と連携したイベント等を通じて、地域との連携深化を図る。

○ もっと働きたいと思った人が一般就労に挑戦できる「三休」を目指す。

農業開始

ハーブティー製造開始

カフェオープン

就労継続支援Ｂ型事
業所「三休」開設

カモミール収穫体験

ハーブティー作り

ベビーリーフの出荷作業

ハウス整備

ローゼルビールプロ
ジェクト実施


